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令
和
５
年
度
を
振
り
返っ
て

文
京
区
保
護
司
会 

会
長
　
亀
田  

一
良

令
和
５
年
度
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
移
行
し
た
た
め
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活

動
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
文
京
区
保
護
司
会
が
70
周
年
を
迎
え

た
こ
と
と
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　
70
周
年
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
4
月
12
日
に
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
60
周
年
の
時
と
同
じ

よ
う
に
行
な
え
る
か
ど
う
か
ま
だ
状
況
が
は
っ
き
り

と
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
行
な
う
こ
と
を
前
提

に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
と
は
、
10
月
7
日
に
初
め
て

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
担

当
者
が
60
周
年
式
典
を
行
な
っ
た
時
と
同
じ
方
だ
っ

た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
日
時
・
場
所
も
10
年
前
と
同
じ
日
・
場
所
を

ふ り か え り

仮
に
押
さ
え
て
く
れ
て
い
て
、
十
分
に
注
意
を
払
っ

て
行
な
っ
て
く
れ
る
約
束
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
清
興
は
、
イ
リ
ス
弦
楽
四
重
奏
団
の
演
奏
で
し
た

が
、
森
山
広
報
部
長
の
紹
介
で
早
い
段
階
で
決
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
日
の
演
奏
も
素
晴
ら
し
く

皆
様
方
よ
り
好
評
で
し
た
。

　

記
念
誌
は
実
行
委
員
会
と
ほ
ぼ

同
じ
時
期
の
7
月
27
日
に
第
1
回

の
検
討
委
員
会
（
後
に
70
周
年

記
念
誌
編
纂
委
員
会
に
改
称
）

を
広
報
部
を
中
心
に
立
ち
上

げ
、
毎
月
検
討
会
を
行
い
、
約
1

年
半
か
け
て
式
典
の
前
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

機
関
誌
『
情
報
』
と
同
時
に
行
な
っ
て
い
た
の
で
大

変
苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
、
立
派
な
記
念
誌
が
出
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
様
子
は
、
別
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
文

京
区
で
は
、
東
京
ド
ー
ム
周
辺
広
報
啓
発
活
動
、
文

京
大
会
、
文
京
矯
正
展
の
3
本
柱
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
東
京
ド
ー
ム
周
辺
で
出
来
ず
、

時
期
を
ず
ら
し
て
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
規
模
を
縮
小
し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
4

年
ぶ
り
に
以
前
と
同
様
に
執
り
行
な
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
文
京
大
会
は
、
中
学
生
の
意
見
発
表
と
講
演
（
今

年
度
は
、
障
害
者
支
援
施
設
リ
ア
ン
文
京
の
山
内
哲

也
総
合
施
設
長
）
を
行
な
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

時
は
関
係
者
の
み
の
参
加
で
し
た
が
、
今
回
は
一
般

の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
文
京
矯
正
展
は
、
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
改
修
工

事
と
重
な
り
、
会
場
の
区
民
ひ
ろ
ば
が

使
用
出
来
ず
、
こ
れ
も
4
年
ぶ
り
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
11
回
目
で
お

客
様
の
来
場
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
各
会

員
が
呼
び
込
み
を
行
な
い
、
多
く
の
人
が
来

場
し
て
く
だ
さ
り
、
品
物
に
よ
っ
て
は
売
り

切
れ
て
し
ま
っ
た
物
も
出
て
盛
況
裡
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
以
上
2
つ
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
も

皆
様
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
護
司
会
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



文京区保護司会70周年記念式典・祝賀会
令和 5 年 12 月12 日（火）

於　東京ドームホテル　天空の間

た活動を行うべく自己研鑽に励み、青少年の健全
育成、対象者の再犯防止、地域との連携強化に努
めて参ります。そして次の 10 年、さらにその先
を見据えて一歩一歩足跡を残しながら歩んでいく
所存です。

　これからも皆様方のご支援ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　文京区保護司会は、昭和 28 年 5 月 9 日、96 名
で発足し令和 5 年度に創立 70 周年を迎えました。
この間、数多くの諸先輩方の努力、関係官庁のご
指導、区の行政をはじめ他の関係団体、地域の皆
様方のご理解とご協力を賜り活動してきました。
ここに厚く御礼申し上げます。
　順調に活動してきた中で、令和元年末からの新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、今まで行
なっていた活動の多くが困難になり残念ながら中
止または縮小せざるを得ない状況になりました。
そして現在は少しずつではありますがより良い活
動を目指して動き出しています。
　このような中、私ども保護司は、地域に根ざし

ご挨拶
文京区保護司会会長　亀田 一良
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式
典			



　
　

司
会　

副
会
長	

伊
藤　

泰
子

黙
祷

保
護
司
信
条

開
式
の
辞	
副
会
長　

			




山
本　
　

諭

式
辞		


会
長　
　

			




亀
田　

 

一 

良

来
賓
祝
辞	

文
京
区
長			




成
澤　

廣
修
様

		


文
京
区
議
会
議
長		



白
石　

英
行
様

		


東
京
保
護
観
察
所
長		



生
駒　

貴
弘
様

		


東
京
都
保
護
司
会
連
合
会
会
長	

松
本
眞
由
美
様

		


文
京
区
教
育
委
員
会
教
育
長	

加
藤　

裕 

一 

様

来
賓
紹
介

今
年
度
受
彰
者
表
彰

閉
式
の
辞	

副
会
長　

			



時
田　

千
里

清興	　 イリス弦楽四重奏団
1992 年結成、「イリス」とはギリシャ語で「虹の
女神」。虹のように色々な音色や音楽を表現し、
たくさんの人々の架け橋になりたい、という願い
が込められている。2012 年、モーツァルトのディ
ベルティメント作品を集めた CD アルバムをビジョ
ン・クラシックよりリリース。
1st Violin	 植

うえむら
村　薫

かおる

2nd Violin	 大
おおたに

谷　美
み さ こ

佐子
Viola		  後

ご と う
藤　悠

ゆ う じ
仁

Cello		  伊
い ど う じ

堂寺　聡
さとし

区長 成澤廣修様 祝辞

所長 生駒貴弘様 祝辞 区議会議長 白石英行様 祝辞

教育長 加藤裕一様 祝辞
東保連会長 松本眞由美様 祝辞 山本諭副会長 開式の辞

イリス弦楽四重奏団による演奏

受彰者表彰
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祝
賀
会		


      

司
会　

副
会
長	

山
本　
　

諭

開
会
の
辞	

副
会
長			




今
井　

英
子

会
長
挨
拶	

文
京
区
保
護
司
会
会
長	

亀
田　

 

一 

良

来
賓
挨
拶	
文
京
区
長			




成
澤　

廣
修
様

		


文
京
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長	

時
田　

千
里
様

乾
杯		



東
京
桐
友
会
文
京
支
部
長	

後
藤　

尚
孝
様

祝
宴

中
締
め	

文
京
区
保
護
司
会
元
会
長	

丸
山
祐 

一 

郎
様

閉
会
の
辞	

副
会
長			




西
村　

夏
夫

　

令
和
5
年
12
月
12
日

（
火
）
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ

ル
に
て
、
ご
来
賓
・
会
員

１
１
４
名
出
席
の
も
と
、

文
京
区
保
護
司
会
70
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆

様
、
開
催
に
あ
た
り
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
イ
リ
ス
弦
楽
四
重
奏

団
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

後藤尚孝様の音頭で「かんぱ〜い！」

桐友会文京支部長 後藤尚孝様

今井英子副会長 開会の辞

文更女会長 時田千里様 御挨拶西村夏夫副会長 閉会の辞

来賓の皆様との懇親

70 周年を祝う保護司会メンバー元保護司会長 丸山祐一郎様による中締め
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令
和
５
年
度 

文
京
区
保
護
司
会 

関
連
団
体
交
流
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
長
　
白
石 

英
行

令
和
５
年
11
月
14
日　

文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
行
政
か
ら
、
加
藤
教

育
長
・
竹
越
福
祉
部
長
・
木
村
福
祉
政

策
課
長
、区
議
会
か
ら
白
石
区
議
会
議
長
と
警
察
署・

町
会
連
合
会
・
校
長
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
青
少
年
健
全
育
成
会
・

青
少
年
委
員
・
民
生
委
員
・
児

童
委
員
・
更
生
保
護
女
性
会
・

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
・
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
・
東
京
実

華
道
場
と
保
護
司
会
の
15
団

体
が
参
加
し
、「
文
京
区
に
お

け
る
不
登
校
の
現
状
と
対
応

（
特
性
を
掴
む
）」
に
つ
い
て
、

文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー　

木

日
時　
　

令
和
5
年
11
月
14
日
（
火
）
18
時
30
分
〜

場
所　
　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー　

２
Ａ

講
師　
　

文
京
区
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

木
口 

正
和
氏

テ
ー
マ　

文
京
区
に
お
け
る
不
登
校
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て口

正
和
所
長
か
ら
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
で
は
、
青
少
年
の
環
境
を
把
握

す
る
為
、
昨
年
度
は
令
和
7
年
4
月
設
置
予
定
の
文

京
区
児
童
相
談
所
（
仮
称
）
に
つ
い
て
講
演
頂
き
、

家
庭
環
境
の
変
化
を
把
握
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
・
生
徒
を
取
り
巻
く
学
校
環
境
の

変
化
を
把
握
す
る
為
に
「
不
登
校
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
図
１
と
図
２
に
あ
る
よ
う
に
全
国
及
び
本
区
に
お

い
て
、
令
和
元
年
よ
り
小
・
中
学
生
の
不
登
校
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
生

活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い
状
況
」・「
学
校
生
活
の

様
々
な
制
限
に
よ
る
交
友
関
係
構
築
の
難
し
さ
」・

「
登
校
す
る
意
欲
の
低
下
」
や
「
児
童
生
徒
休
養
の

必
要
性
を
明
示
し
た
法
律
の
浸
透
の
側
面
等
に
よ
る

保
護
者
の
学
校
に
対
す
る
意
識
変
化
」
な
ど
が
要
因

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
京
区
の
対
応
と
し
て
、
平
成
27
年
開
設
の
教
育

セ
ン
タ
ー
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
支

え
る
拠
点
」
と
し
て
、
総
合
相
談
室
・
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
事
か

ら
、
学
校
で
は
教
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
家
庭
と
子
ど
も

支
援
員
を
設
置
し
、
更
に
令
和
5
年
度
よ
り
校
内
居

場
所
（
別
室
）
対
応
指
導
員
を
配
置
し
て
、
校
内
別

室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
居
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
、
学

校
と
教
育
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
「
学
び
の
確
保
」

に
対
応
す
る
体
制
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
皆
様
か
ら
は
、「
こ
の
現
状
を
理
解
し

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
為
に
事
業
展
開
を
実

施
し
て
い
く
」
と
の
ご
意
見
も
頂
き
、
み
ん
な
で
支

え
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
、
文
の
京

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
致
し
ま
し
た
。

図１

図２
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保
護
司
と
文
京
区
立
小・中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
の
意
見
交
換
会

総
務
部
　
佐
藤 

悦
子

日
時　

令
和
6
年
1
月
26
日
（
金
）　

18
時
〜

場
所　

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー　

２
Ａ

文
京
区
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
の

意
見
交
換
会
が
、
東
京
都
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
「
若
ナ
ビ
α
」
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
、
各
校
参
加
者
の
自
己
紹
介

に
続
き
、
保
護
司
会
か
ら
保
護
司
の
役
割
や
保
護
司

会
の
事
業
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
「
若
ナ
ビ
α
」
か
ら
参
加
さ
れ
た
3
名
の

方
か
ら
活
動
内
容
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
若

ナ
ビ
α
」
は
、
東
京
都
内
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の

概
ね
18
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
と
そ
の
家
族
が
利
用
で

き
る
無
料
相
談
窓
口
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
、電
話・

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
面
接
な
ど
、
匿
名
で
の
相
談

も
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
幅
広
い
活
動
内
容
を

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
解
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
い
た
あ
と
、
質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
お
話
を
伺
い
、
東
京
都
が
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
意
義
を
も
っ
と
公
に
広
く
知
ら
せ
る
こ

と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
青

少
年
の
た
め
の
数
あ
る
保
護
活
動
の
資
源
を
知
り
、

積
極
的
に
活
用
の
術
を
得
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
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令和 5 年度 文京区保護司会 合同班会
日　時　令和 6 年 3 月5 日（火）午後 6 時 30 分～
場　所　文京区民センター３A
講　師　東京消防庁小石川消防署　警防課防災安全係の皆様

「救急車お願いします」「AED を持ってきてください」
と確実に頼み、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を開始。

・倒れている人を囲んで周りから見えないようにする、
胸骨圧迫を交代するためにも、なるべく多くの人に協
力を求める。

・感電を防ぐため周囲が濡れていないか確認。雨の場合
は軒下へ移動させるなどの対応を。胸部が濡れていた
ら拭く（パッドは素肌に貼る。下着の金具はパッドに
触れさせないように）。

・救急隊に引き継ぐまで AED の電源は切らずパッドは
貼ったまま、胸骨圧迫を続ける。

3 包帯（三角巾）による応急手当
　用意いただいた三角巾を使用
し、以下の手当を学びました。
・額の傷に対して行う止血方法
・腕を骨折した場合の三角巾での
吊り方

　AED 訓練では「AED 使用が
死因になることは？」との質問
があり、「パッドが解析して必要
な場合に電気ショックの判断をします。AED が死因に
寄与することはまずありません」とのことでした。
電源を入れれば、あとは音声に従えば大丈夫とのことで
したが、頭で理解していてもとっさに動けるとは限りま
せん。いざというときに落ち着いて使用できるよう、定
期的な訓練が必要だと思いました。また「東京消防庁　
電子学習室」のサイトには防火対策、震災対策、防災訓
練、救急訓練などが動画でわかりやすく説明されていま
す。ご参照ください。

大塚班 世話人　西川 素子

1 消火器の使い方
　実際の使い方のほ
かにも以下注意点を
教えていただきまし
た。
・火災を発見したら、

まず周囲に知らせ
消火や通報の協力
を求める。

・低い姿勢でホースの先端を持ち、火元へ向けて放
射する。

・粉末消火器は薬剤が舞い部屋中真っ白になり出口
を見失うことも。あらかじめ出口を確認、自身の
逃げ道を背にし、いつでも逃げられるようにして
消火すること。

・初期消火の限界は「火が天井に届くまでの間」。
炎が天井に達するような場合や危険を感じたとき
は避難し消防に任せる。

2 AED の使い方
　突然人が倒れる場
面に遭遇したら…実
際の使い方のほか以
下注意点を教えてい
ただきました。
・「大丈夫ですか」と

呼びかけ、両肩を
たたくなどして反
応を確認。半身の
感覚がない場合もあるので、左右両肩をたたいて
確認する。

・ 反応、呼吸がない場合、119 番通報と AED を用意。
周囲に漠然と声をかけるのではなく、個人に向け

小石川消防署より4 名の署員の方 を々お招きし、保護司 33 名参加のもと合同班会が開催されました。2011 年
三陸沖の東北地方太平洋沖地震以降も人的被害の大きな地震が続き、今年は元日から能登半島で大きな地震
がありました。首都直下地震についてもマグニチュード7 程度の地震の 30 年以内の発生確率は 70％程度（2020
年 1 月24 日時点）と予測されています。今回はいざという場合に備え訓練を中心とした合同班会となりました。
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令和５年度　第Ⅲ期定例研修
日　時　令和 6 年 2 月8 日（木）　午後 2 時 30 分～
場　所　文京区民センター　2A
講　師　荒井智深 保護観察官
テーマ　「保護観察の面接について」

＜研修のねらい＞
　「保護観察は、接触に始まり、接触に終わる」と
言われるほど、対象者との接触は保護観察に不可
欠であり、中でも面接は保護観察における処遇の基
本となる。面接の意義及び目的を再確認し、面接の
基本的な留意点を確認することにより、今後の処遇
に生かすことをねらいとする。

I　主任官講義
　荒井主任官ご自身のプロフィール、体験からの詳
しい事例等を講義に取り入れて、対象者との接触の
意義とルール、処遇区分による面接の頻度、個人情
報の秘匿と守秘義務についての配慮、対象者の傾
向を知ることと面接者の基本姿勢、基本の面接技法、
新しい生活様式を踏まえた面接方法について講義い
ただいた。

Ⅱ　事例検討及び発表
　グループディスカッション形式で資料の事例を基に
検討した。「なかなか話してくれない対象者に話をし

てもらうためには、どのような声がけが考えられるか」
「時に感情的になりとりとめなく話し続ける人にどう接
したらよいか」「どうしたら仕事が長続きするのか自
分で考えてもらうためにはどのような声がけをしたらよ
いか」「自分を正当化する少年をどうやって説得すれ
ばよいか」「保護観察期間が長く、話すことがなくな
り面接が短時間で終わってしまう」などの事例 1 〜
事例 5 について、各グループからさまざまな角度か
らの対応策の発表があった。

Ⅲ　まとめ
　事例検討後の各グループから発表の対応策に加
えて、さらに各保護司から、体験からの事例を踏ま
えた興味深いお話しを伺うことができました。また主
任官からも、たとえ短時間でも月2 回の面接が続い
ていることが大切、沈黙にも意味があるということを
伺い、時間がかかっても対象者が自分自身で答えを
見つける作業のお手伝いができれば、と思いました。
大変意義のある定例研修でした。

研修部　佐藤 悦子
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令
和
5
年
度 

文
京
区
受
彰
者

法
務
大
臣
表
彰				






時
田　

千
里

　
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰		



小
泉
潤
一
郎

	

髙
野
満
知
子

				





関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

岸
田　

光
央

本
間　

和
久

水
上　

幸
夫

　
関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰		



岡
﨑　

礼
子

名
取　

顕
一

三
森　

敏
明

　
東
京
保
護
観
察
所
長
表
彰	

　　　　　　	

竹
原　

健
造

西
川　

素
子

　
東
京
都
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

市
原　
　

功

塩
川　

浩
司

戸
野
塚
一
枝

会
務
報
告

■
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

令
和
5
年
12
月
12
日
（
火
）
16
：
00
〜
19
：
30

於
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
天
空
の
間

出
席
者
：
48
名　
他
66
名            （
伊
藤 

記
）

出
席
者
：
8
名

関
連
団
体
交
流
会
内
容
検
討

70
周
年
記
念
事
業
打
合
せ

 

令
和
5
年
12
月
1
日
（
金
）
18
：
30
〜
20
：
00

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ

出
席
者
：
7
名

70
周
年
記
念
事
業
最
終
打
合
せ

令
和
6
年
1
月
12
日
（
金
）
13
：
30
〜
15
：
00

於
：
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
席
者
：
6
名

小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

（
す
べ
て
伊
藤 

記
）

■
正
副
会
長
・
部
長
・
総
務
部
会
議

令
和
6
年
1
月
５
日
（
金
）
12
：
00
〜
14
：
30

於
：
後
楽
園
飯
店

出
席
者
：
14
名

今
年
度
末
ま
で
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

（
伊
藤 

記
）

■
70
周
年
事
業
関
連
の
打
合
せ

令
和
5
年
11
月
16
日
（
木
）
15
：
30
〜
17
：
30

於
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

出
席
者
：
9
名　
他
2
名

 

令
和
5
年
11
月
18
日
（
土
）
16
：
30
〜
19
：
00

於
：
伊
藤
宅

出
席
者
：
4
名　
印
刷
業
者
1
名

 

令
和
5
年
11
月
22
日
（
水
）
19
：
00
〜
20
：
30

於
：
伊
藤
宅

出
席
者
：
4
名　
印
刷
業
者
1
名

 
令
和
5
年
11
月
30
日
（
木
）
15
：
00
〜
17
：
30

於
：
伊
藤
宅

出
席
者
：
5
名

令
和
5
年
12
月
5
日
（
火
）
14
：
00
〜
16
：
00

於
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

出
席
者
：
9
名               （
す
べ
て
伊
藤 

記
）

■
70
周
年
事
業
実
行
委
員
会

令
和
5
年
12
月
4
日
（
月
）
16
：
30
〜
20
：
30

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
Ｄ

出
席
者
：
19
名　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤 

記
）

 

■
保
護
司
と
区
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

の
意
見
交
換
会
打
合
せ

令
和
5
年
12
月
27
日
（
水
）
18
：
00
〜
20
：
00

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ

出
席
者
：
5
名　
他
2
名　
　
　
　
（
伊
藤 

記
）

 

■
地
域
活
動
部
会
議

社
明
運
動
・
大
会
関
連
の
打
合
せ

令
和
5
年
4
月
4
日
（
火
）
〜
23
日
（
火
）
の

う
ち
6
日
間

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
11
階

 

令
和
5
年
4
月
14
日
（
金
）
11
：
00
〜
11
：
30

於
：
東
京
ド
ー
ム
本
社
3
階

 

令
和
5
年
4
月
21
日
（
金
）
〜
25
日
（
火
）
の

う
ち
3
日
間

於
：
文
京
区
立
八
中
・
九
中
・
十
中

 

令
和
5
年
６
月
１
日
（
木
）
14
：
00
〜
15
：
20

於
：
東
京
ド
ー
ム
本
社
3
階

 

令
和
5
年
６
月
5
日
（
月
）
13
：
30
〜
14
：
20

於
：
東
洋
女
子
高
等
学
校

 

令
和
5
年
６
月
5
日
（
月
）
〜
6
日
（
火
）

17
：
30
〜
20
：
50

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
4
階

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
会
に
て
説
明

 

令
和
5
年
7
月
5
日
（
月
）
13
：
30
〜
14
：
30

於
：
胡
一
刀
四
代
目　
　
　
（
す
べ
て
関
口 

記
）

 

■
広
報
部
会
議

令
和
5
年
11
月
2
日
（
木
）
18
：
30
〜
20
：
10

於
：
区
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｂ

出
席
者
：
5
名

情
報
５
８
１
号
校
正
作
業
及
び
会
議

情
報
５
８
２
号
編
集
作
業
及
び
会
議

 

令
和
5
年
11
月
24
日
（
金
）
14
：
00
〜
15
：
15

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
4
階

出
席
者
：
10
名　
他
5
名

情
報
５
８
１
号
発
送
作
業
及
び
会
議

 

第
12
回
70
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会

令
和
5
年
10
月
25
日
（
水
）
18
：
30
〜
21
：
00

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｂ

出
席
者
：
12
名

70
周
年
記
念
誌
発
送
作
業
、
反
省
会
議
、
解
散
式

令
和
5
年
12
月
21
日
（
木
）
15
：
00
〜
19
：
30

於
：
大
塚
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
→
文
蔵

出
席
者
：
10
名
→
11
名

（
す
べ
て
山
田 

記
）

 

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部　

出
前
講
座

令
和
5
年
12
月
9
日
（
土
）
11
：
30
〜
12
：
05

於
：
文
京
第
十
中
学
校

出
席
者
：
3
名　
他
25
名           （
白
石 

記
）

 

■
富
坂
班
会

令
和
5
年
11
月
6
日
（
月
）
18
：
30
〜
20
：
10

於
：
区
民
セ
ン
タ
ー
2
Ｂ

出
席
者
：
14
名　
他
2
名

管
内
の
犯
罪
の
状
況
、
各
部
か
ら
の
報
告

（
山
口 

記
）

 

■
駒
込
班
会

令
和
5
年
11
月
30
日
（
木
）
18
：
30
〜
20
：
30

於
：
東
洋
文
庫
オ
リ
エ
ン
ト
カ
フ
ェ

出
席
者
：
9
名

保
護
司
活
動
の
た
め
の
意
見
交
換  （
岸
田 

記
）

  

■
そ
の
他
外
郭
団
体
へ
の
参
加

文
京
区
青
少
年
委
員
会
創
立
70
周
年
記
念
式
典

令
和
5
年
11
月
24
日
（
水
）
17
：
00
〜
20
：
30

於
：
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

出
席
者
：
11
名　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤 

記
）

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
5
年
12
月
9
日
（
土
）
9
：
30
〜
15
：
00

於
：
文
京
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

出
席
者
：
7
名　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
井 

記
）

文
京
槐
の
会
理
事
会

令
和
6
年
1
月
10
日
（
水
）
10
：
00
〜
11
：
00

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
障
害
者
会
館
Ｃ

（
亀
田 

記
）

区
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
新
年
会

令
和
6
年
１
月
24
日
（
水
）
18
：
30
〜
20
：
30

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
３
Ａ      （
亀
田 

記
）

保
護
司
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の
情
報
交

換
会

令
和
6
年
1
月
30
日
（
火
）
14
：
00
〜
15
：
30

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
シ
ル
バ
ー
Ｂ
会

議
室 

出
席
者
：
5
名　
他
6
名           （
伊
藤 

記
）

そ
の
他
、
区
立
小
中
学
校
の
行
事
、
学
校
運
営

協
議
会
、
学
校
運
営
連
絡
協
議
会
等
に
出
席

新
任
保
護
司

令
和
６
年
２
月
１
日
付

富
坂
班
　
内
堀 

麻
美 

氏

■
第
73
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会
議

令
和
5
年
5
月
12
日
（
金
）
10
：
30
〜
11
：
30

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ

出
席
者
：
3
名　
他
40
名

文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

東
京
ド
ー

ム
周
辺
広
報
啓
発
活
動

令
和
5
年
7
月
8
日
（
土
）
9
：
30
〜
17
：
30

於
：
東
京
ド
ー
ム
、
ラ
ク
ー
ア
周
辺

出
席
者
：
37
名　
更
女
10
名　
他
１
８
３
名

 

文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
大
会

令
和
5
年
7
月
9
日
（
日
）
13
：
30
〜
15
：
20

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
小
ホ
ー
ル

出
席
者
：
30
名　
更
女
13
名　
他
１
２
０
名

青
少
年
の
意
見
発
表

リ
ア
ン
文
京
山
内
哲
也
総
合
施
設
長
に
よ
る
講

演
 

文
京
矯
正
展

令
和
5
年
7
月
20
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

9
：
00
〜
16
：
00　

22
日
（
土
）
9
：
00
〜

15
：
00

於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー　
区
民
ひ
ろ
ば

出
席
者
3
日
間
計
：
56
名　
更
女
18
名　
来
場

者
数
２
６
５
０
名

（
す
べ
て
関
口 

記
）

■
第
２
回
自
主
研
修

令
和
6
年
1
月
25
日
（
木
）
16
：
45
〜
18
：
50

於
：
財
務
省
関
東
財
務
局
東
京
財
務
事
務
所

出
席
者
：
25
名                        （
市
川 
記
）

■
特
別
研
修

令
和
5
年
12
月
15
日
（
金
）
13
：
30
〜
16
：
00

於
：
東
京
保
護
観
察
所

出
席
者
：
2
名　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤 

記
）

■
保
護
司
と
区
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と

の
意
見
交
換
会

令
和
6
年
1
月
26
日
（
金
）
18
：
00
〜
20
：
00

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
２
Ａ

出
席
者
：
23
名　
他
26
名　
　
　
　
（
伊
藤 

記
）

■
正
副
会
長
会
議

令
和
5
年
10
月
2
日
（
月
）
18
：
30
〜
19
：
30

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ

出
席
者
：
6
名

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
つ
い
て

70
周
年
実
行
委
員
会
準
備
経
過
報
告

 

令
和
5
年
11
月
1
日
（
水
）
18
：
30
〜
19
：
45

於
：
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
４
Ａ
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日
時　

令
和
5
年
11
月
9
日（
木
）14
：
00
〜

場
所　

北
と
ぴ
あ　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル　
（
北
区
）

　

令
和
５
年
11
月
9
日
、
北
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て
４

年
ぶ
り
に
会
場
で
顔
を
合
わ
せ
て
の
合
同
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
森
下
淑
子
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
“
子
ど
も

た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
「
子
育
て
・
自
分
育
ち
に
『
手

遅
れ
』
と
い
う
言
葉
は
な
い
」
～
今
日
が
出
発
！
今
が
出

発
！
～
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長

い
教
職
の
ご
経
験
と
現
在
も
教
育
の
現
場
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
森
下
先
生
な
ら
で
は
の
視
点
と
お
考
え
、
信
条
を
お

聴
き
し
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
に
あ
る
言
葉
「
今
日
が
出
発
」
は
会
員
に
向
け
て

今
後
の
行
動
、
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
へ
の
後
押
し
で
あ
り
、

ま
た
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
続
け
る

こ
と
へ
の
励
ま
し
に
も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

現
場
か
ら
見
え
て
く
る
今
の
子
ど
も
社
会
の
課
題
と
し

て
生
活
習
慣
の
乱
れ
を
発
端
に
意
欲
・
学
力
・
体
力
の
低

下
、
自
然
体
験
・
社
会
体
験
の
減
少
、
成
功
体
験
の
減
少

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
や

機
会
が
減
少
し
て
い
る
、
ま
た
は
個
人
差
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
大
人
（
親
）
は
相
対
比
較
に
走
り
が
ち
で
あ
る

と
い
う
指
摘
に
苦
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
現
状
が
あ

る
か
ら
こ
そ
様
々
な
立
場
、
き
っ
か
け
で
大
人
が
子
ど
も
に

関
心
を
持
っ
て
理
解
を
深
め
、
共
感
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
わ
ず
か
で
も
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
や
自
己
有

用
感
の
高
ま
り
の
助
け
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た

課
題
に
向
き
合
い
、
努
力
し
、
模
索
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
続
け
る
家
庭
・
学
校
へ
の
地
域
の
理
解
と
協
力
も
不
可

欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。「
ポ
ケ
ッ
ト
に
ハ
ン
カ
チ
を
入
れ

て
お
く
よ
う
に
、
心
に
は
いつ
も
優
し
さ
と
よ
い
言
葉
を
忘

れ
ず
に
。」
森
下
先
生
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

日
時　

令
和
5
年
9
月
26
日（
火
）10
：
30
〜
15
：
30

場
所　

合
同
庁
舎
1
号
館
お
よ
び
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ（
さ
い
た
ま
市
）

参
加　

茨
城 

栃
木 

群
馬 

埼
玉 

千
葉 

東
京 

神
奈
川 

新
潟 

山
梨 

長
野 

静
岡 

の
更
女
会
員

基
調
講
演

演
題　

心
を
は
ぐ
く
む
　
〜
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
、
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

講
師　

前
法
務
省
矯
正
研
修
所
長
　
紀き
の

惠え

り

こ
理
子
氏

　

子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に
、「
理
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
、「
支

援
す
る
」
と
い
う
こ
と
の
2
点
か
ら
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
理
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
問
題
行
動
は
彼
ら
一
人
で
起
こ
す
わ
け
で
は
な
く
、

場
所
、
場
面
、
周
囲
の
人
間
関
係
な
ど
取
り
巻
く
環
境
と
の
関
係
の
中
で
生
じ
る
こ
と
、

ま
た
「
被
害
者
」
が
転
じ
て
「
加
害
者
」
と
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
こ
と
、
家
庭
や
学

校
、
大
人
の
存
在
の
大
切
さ
、
安
心
感
を
抱
け
る
場
所
と
関
与
し
て
く
れ
る
大
人
の
存
在

に
よ
り
、
自
分
の
弱
さ
と
向
き
合
い
悩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
事
例
を
交

え
わ
か
り
や
す
く
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
支
援
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
サ
イ
ン
の
早
期
発
見
と
原
因
に
応
じ
た
対
応
が
必
要

な
こ
と
、
ま
た
、
親
の
辛
さ
に
寄
り
添
い
、
問
題
解
決
の
答
え
を
示
す
の
で
は
な
く
親
子

の
解
決
力
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
更
女
の
よ
り
よ
い
活
動
の
た
め
に
、
地
域
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え

る
、
チ
ー
ム
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
し
な
や
か
に
、
た
く
ま
し
く
、
生
き
生
き
と
笑
顔

で
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
と
い
う
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
協
議

テ
ー
マ	

①
講
演
を
拝
聴
し
て
の
感
想
・
意
見

            

②
「
更
女
会
の
新
た
な
旅
立
ち
」

・
新
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
の
更
女
活
動
に
求
め
ら
れ
る
も
の

・
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で
、
更
女
会
の
伝
統
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
る

　

8
名
ず
つ
30
テ
ー
ブ
ル
に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

90
分
ほ
ど
の
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活

動
、
課
題
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
活
発
に
協
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
の
更
生
保
護
管
理
官　

西
平
様
よ
り
講
評
を
い
た
だ
き
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

東京更生保護女性会第 2 ブロック合同研修会
大塚地区　弘世 京子

関東地方更生保護女性連盟会員研修に参加して
大塚地区　西川 素子

文京区更生保護女性会

グループ協議の様子
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あ
と
が
き

　

お
陰
様
で
、
保
護
司
会
が
七
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
誌
「
情
報
」
の
発
刊
に

向
け
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
末
に
家
族
が
帰
省
し
、
例
年
通
り

年
越
し
を
迎
え
た
元
日
に
能
登
半
島
地
震
が
起

き
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
で
は
生
活
が
一
変
し
、
厳
し
い
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
に
、
胸

が
痛
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
復
旧
に
向
け
て
作

業
に
携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。
日
頃
の
つ
な
が
り
が
強
い

地
域
ほ
ど
、
災
害
復
興
の
活
動
が
迅
速
に
行
わ

れ
て
い
く
そ
う
で
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
こ
こ
ろ
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。浅

川 

昇

〈
広
報
部
〉	森
山   

堀
内   

山
田   

大
橋   

米
岡

	

浅
川   

根
尾   

岸
田   

岡
崎   

西
川

	

塩
川   

市
原   

菊
川

同
じ
釜
の
飯

富
坂
班　

白
石 
英
行

　
私
は
10
歳
の
時
か
ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
時
は
、
山
に
登
る
の
が
精
一

杯
で
、
そ
こ
に
あ
る
大
自
然
を
観
察
す
る

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
生
で

は
、
仲
間
と
食
事
を
取
り
眠
る
こ
と
が
精

一
杯
で
、
自
然
に
溶
け
込
み
な
が
ら
テ
ン

ト
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。高
校
生
で
は
、

移
動
キ
ャ
ン
プ
で
準
備
不
足
を
反
省
し
ま

し
た
。
大
学
生
に
な
っ
て
、
多
く
の
大
人

と
接
し
、
小
・
中
学
生
の
笑
顔
を
つ
く
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
亡
き
父
が
「
奉
仕
は
家
庭
が
幸
せ
で
な

い
と
や
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
の
で
、社
会
人
4
年
目
か
ら
一
歩
引
き
、

34
歳
初
当
選
し
た
後
に
完
全
カ
ム
バ
ッ
ク

し
、
高
校
生
の
多
感
期
の
世
代
を
自
然
に

放
ち
、
そ
の
体
力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
団
委
員
長
も
勤
め
終
わ
り
、
元

気
な
ス
カ
ウ
ト
達
を
見
て
「
ホ
ッ
と
し
て

い
る
」
自
分
が
い
ま
す
。
し
か
し
「
次
は

こ
れ
や
ろ
う
！
」
と
い
う
要
求
に
、
前
向

き
に
な
れ
る
の
は
、
こ
の
経
験
と
仲
間
の

存
在
が
あ
り
、
良
質
な
体
験
の
提
供
に
ま

た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

⃝
⃝
⃝

私
の
ト
リ
セ
ツ【
取
扱
説
明
書
】

本
富
士
班　

本
間 

和
久

　
発
達
障
害
を
持
つ
対
象
者
が
増
え
て
き

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
小
中
学

校
で
も
各
ク
ラ
ス
に
８
％
位
、
発
達
障
害

な
ど
で
色
々
な
特
性
を
持
つ
子
が
在
籍
し

て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

個
々
に
特
性
が
違
う
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
学
校
で
は
ま
ず
自
分
の
こ
と
を
客

観
視
し
て
、
他
の
友
達
に
も
知
っ
て
ほ
し

い
特
性
を
ト
リ
セ
ツ
【
取
扱
説
明
書
】
に

し
、
自
分
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る

所
も
あ
り
ま
す
。内
容
で
特
徴
的
な
の
は
、

◎
私
の
上
手
な
利
用
法

　
嬉
し
い
頼
ま
れ
ご
と
、
任
さ
れ
方
・
嬉

し
い
言
葉
、
や
る
気
の
出
る
環
境
…
こ
う

や
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ほ
し
い
、
伝
え

て
ほ
し
い

◎
取
扱
注
意

　

言
っ
て
は
ダ
メ
な
ワ
ー
ド
・
N
G
な

行
為
…
こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
る
と
落
ち
込

み
＆
怒
り
ま
す

◎
上
手
な
お
手
入
れ

　
い
つ
も
元
気
で
い
る
た
め
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（
調
子
が
悪
い
と
こ
う
な
り
ま
す
…

症
状
・
理
由
・
対
処
や
し
て
ほ
し
い
こ
と
・

定
期
的
な
お
手
入
れ
方
法
…
故
障
し
な
い

よ
う
に
自
分
が
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
）

な
ど
で
す
。
自
分
を
知
り
、
相
手
に
も
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。

　
対
象
者
と
の
対
応
時
も
対
象
者
だ
け
で

な
く
、
自
分
も
ど
ん
な
人
な
の
か
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

情
報
　
第
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文
京
区
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護
司
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報
部

発
行
人
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護
司
会
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長
　
亀
田
一
良

事
務
局
　
文
京
区
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一
六ｰ

二
一

　
　
　
　
文
京
区
役
所
福
祉
政
策
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内
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刷
所
　
企
画
・
宣
伝
協
同
組
合

　
　
　
　
エ
コ
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ー
ル
ド
事
業
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部

ホ
ッ
と
一
息

Break Time


